	「飛鳥会理事長が５億融資」山林購入巡り組長らを逮捕

　競売で落札した山林に関し、共同購入者の不動産会社社長に、自らへの権利一任を内容とする承諾書を書くよう迫ったとして、大阪府警捜査４課は４日、暴力団山口組系天野組組長の金政基（６６）、同組幹部の安江克幸（４２）両容疑者を暴力行為と強要未遂の両容疑で逮捕した。

　社長は府警に対し、山林の落札代金約５億円を財団法人「飛鳥会」理事長・小西邦彦被告（７２）（詐欺罪などで起訴）が組長側に融資したと証言。小西被告からも「承諾書を書くよう求められた」とも話している。府警は、金容疑者側が、小西被告への返済期限が間近に迫ったことから、強引に承諾書を取ろうとしたとみて実態解明を進める。

　府警は金容疑者の知人で、別の不動産会社役員（５５）についても同容疑で逮捕状を取り、行方を追っている。 

（読売新聞） - 8月4日18時45分更新




大阪府四条畷市の土地取引に絡み、不動産会社社長を脅して債権を放棄させようとしたとして、府警捜査4課などは4日、強要未遂などの疑いで、指定暴力団山口組天野組組長天野洋志穂こと金政基容疑者（66）＝大阪市阿倍野区阪南町＝ら2人を逮捕した。天野組は山口組2次団体の有力組織。
　金容疑者は、財団法人飛鳥会をめぐる横領事件で詐欺罪などで起訴された同会理事長小西邦彦被告（72）と親しかったとされ、土地購入費も同被告から全額借りたとの情報もある。　 

（時事通信） - 8月4日14時1分更新

飛鳥会理事長を保釈＝保証金は3億円－大阪地裁

　財団法人「飛鳥会」（大阪市東淀川区）をめぐる業務上横領・詐欺事件で、大阪地裁は31日、飛鳥会理事長小西邦彦被告（72）の保釈申請を認める決定をした。保釈保証金は3億円。小西被告側は即日納付し、同日、逮捕から84日ぶりに保釈された。　 

（時事通信） - 8月1日0時0分更新

飛鳥会理事長から５億借金 組長逮捕 (共同通信)
　詐欺罪などで起訴された財団法人「飛鳥会」理事長小西邦彦被告（７２）から５億円を借り、返済資金を捻出（ねんしゅつ）するため知人に書類への署名を迫ったとして、大阪府警は４日、強要未遂容疑で指定暴力団山口組系天野組組長の金政基容疑者（６６）＝大阪市阿倍野区＝ら２人を逮捕した。

　府警などによると、金容疑者は山口組で「直参」と呼ばれる計１００人の二次団体組長の１人。小西被告と親密な関係で、小西被告が金容疑者の知人女性に毎月数十万円を給与名目で渡していたことなどがこれまでの調べで判明している。

